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【手続補正書】
【提出日】平成30年5月11日(2018.5.11)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　２つの熱可塑性ポリウレタンコポリマー（Ａ）および（Ｂ）を含むホットメルト接着剤
組成物であって、熱可塑性ポリウレタンコポリマー（Ａ）は、
少なくとも１つのポリエステルポリオール、および
少なくとも１つのポリイソシアネート
の反応生成物を含み、および数平均分子量（Ｍｎ）が少なくとも２５，０００ｇ／ｍｏｌ
であり、熱可塑性ポリウレタンコポリマー（Ｂ）は、
少なくとも１つのポリエステルポリオール、および
少なくとも１つのポリイソシアネート
の反応生成物を含み、および数平均分子量（Ｍｎ）が２５，０００ｇ／ｍｏｌ未満であり
、および
ホットメルト接着剤組成物は１６０℃で１，０００～１００，０００ｍＰａｓの溶融粘度
を有する、ホットメルト接着剤組成物。
【請求項２】
　（Ｂ）に対する（Ａ）の重量比は５：９５～９５：５である、請求項１に記載のホット
メルト接着剤組成物。
【請求項３】
　（Ａ）は少なくとも３０，０００ｇ／ｍｏｌ、好ましくは少なくとも３５，０００ｇ／
ｍｏｌの数平均分子量（Ｍｎ）を有する、請求項１または２に記載のホットメルト接着剤
組成物。
【請求項４】
　（Ｂ）は２０，０００ｇ／ｍｏｌ未満、好ましくは１５，０００ｇ／ｍｏｌ未満の数平
均分子量（Ｍｎ）を有する、請求項１～３のいずれかに記載のホットメルト接着剤組成物
。
【請求項５】
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　ホットメルト接着剤組成物は、ホットメルト接着剤組成物の全重量を基準にして０．１
～５０重量％の添加剤をさらに含み、該添加剤は安定剤、接着促進剤、可塑剤、粘着付与
剤、フィラー、（Ａ）および（Ｂ）とは異なった熱可塑性ポリマー、およびそれらの組み
合わせから好ましくは選択される、請求項１～４のいずれかに記載のホットメルト接着剤
組成物。
【請求項６】
　ホットメルト接着剤組成物は、該組成物の全重量を基準に
５０～９３．５重量％の２つの熱可塑性ポリウレタンコポリマー（Ａ）および（Ｂ）、
０．５～５重量％の少なくとも１種の安定剤、
１～２０重量％の少なくとも１種の可塑剤、
５～４５重量％の少なくとも１種の粘着付与剤、
４３．５重量％までの（Ａ）および（Ｂ）とは異なった少なくとも１種の熱可塑性ポリマ
ー
を含む、請求項１～５のいずれかに記載のホットメルト接着剤組成物。
【請求項７】
　熱可塑性ポリウレタンコポリマー（Ａ）および／または（Ｂ）の少なくとも１つのポリ
エステルポリオールはオルトフタレートを含む、請求項１～６のいずれかに記載のホット
メルト接着剤組成物。
【請求項８】
　オルトフタレートは、熱可塑性ポリウレタンコポリマー（Ｂ）の少なくとも１つのポリ
エステルポリオール中に含まれる、請求項７に記載のホットメルト接着剤組成物。
【請求項９】
　熱可塑性ポリウレタンコポリマー（Ａ）および／または（Ｂ）の少なくとも１つのポリ
エステルポリオールは、
ａ）４０～１５０℃の融点（Ｔｍ）を有する少なくとも１つの半結晶性ポリエステルポリ
オール；および
ｂ）少なくとも１つの非結晶性ポリエステルポリオール
を含む、請求項１～８のいずれかに記載のホットメルト接着剤組成物。
【請求項１０】
　少なくとも１つの非結晶性ポリエステルポリオールｂ）は、
ｃ）７５０ｇ／ｍｏｌ未満の数平均分子量（Ｍｎ）を有する非結晶性ポリエステルポリオ
ール、および
ｄ）少なくとも７５０ｇ／ｍｏｌの数平均分子量（Ｍｎ）を有する非結晶性ポリエステル
ポリオール
を含む、請求項９に記載のホットメルト接着剤組成物。
【請求項１１】
　オルトフタレートはポリエステルポリオール化合物ｂ）に含まれる、請求項９に記載の
ホットメルト接着剤組成物。
【請求項１２】
　オルトフタレートはポリエステルポリオール化合物ｃ）に含まれる、請求項１０に記載
のホットメルト接着剤組成物。
【請求項１３】
　（Ａ）および（Ｂ）とは異なった少なくとも１つの熱可塑性ポリマーは、ＥＶＡ、ゴム
型ポリマー、スチレンコポリマー、ポリエステルコポリマー、ポリカーボネート、ポリア
ミド、アクリルおよび熱可塑性ポリウレタンまたはそれらの組み合わせから選択される、
請求項５～１２のいずれかに記載のホットメルト接着剤組成物。
【請求項１４】
　請求項１～１３のいずれか１つに記載のホットメルト接着剤組成物を基材へ適用する方
法であって、
１）ホットメルト接着剤組成物を攪拌もせん断も伴わずに加熱容器中で溶融する工程、
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２）工程１）の溶融ホットメルト接着剤組成物を歯車またはピストンポンプより加熱ホー
スを通してポンプ輸送する工程、および
３）ホットメルト接着剤組成物をノズル、ローラーまたはスプレーヘッドより基材上へ適
用する工程
を含む、方法。
【請求項１５】
　製本、木材接着、フラットラミネーション、フレキシブル包装、プロファイルラッピン
グ、エッジバンディング、テキスタイルラミネーション、低圧成形、および靴における請
求項１～１３のいずれかに記載のホットメルト接着剤組成物の使用。
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